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嵐谷　安雄
あらしだに やす お

第１回定例理事会の模様

あいさつする嵐谷安雄日身連会長

　

理
事
会
冒
頭
に
嵐
谷
安
雄
日
身
連
会

長
は
、「
平
成
25
年
度
の
事
業
報
告
と
決

算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
日
身
連
の
財

政
状
況
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
の
ご
支

援
と
財
政
努
力
な
ど
に
よ
り
、
若
干
の
改
善
が
見

ら
れ
ま
す
が
、
26
年
度
も
引
き
続
き
、
財
政
検
討

委
員
会
な
ど
を
中
心
に
一
層
の
改
善
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
評
議

員
の
同
意
に
つ

い
て
、
渡
辺
四

郎 

岡
山
市
身

体
障
害
者
福
祉

協
会
会
長
（
同

協
会
４
月
１
日

付
日
身
連
加
入

に
と
も
な
う
新

任
）、
小
畑
浩

示 

広
島
県
身

体
障
害
者
団
体

連
合
常
務
理
事

兼
事
務
局
長

（
交
替
）、
藤

井
公
博 

岩
手

県
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
会
長

（
交
替
）が
評

議
員
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
任
期
は
平
成

26
年
５
月
８
日
か
ら
平
成
27
年
４
月
30
日
ま
で
）

　

次
に
、
25
年
度
事
業
報
告
案
な
ら
び
に
会
計
収

支
決
算
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
異
議
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
同
議
案
は
、
５
月
22
日
島
根

県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
定
例
評
議
員
会
に
お
い

て
引
き
続
き
審
議
さ
れ
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
報
告
事
項
と
し
て
、
25
年
度
に
各
ブ

ロ
ッ
ク
を
通
じ
て
提
出
い
た
だ
い
た
要
望
事
項
に

つ
い
て
、
内
容
を
精
査
し
た
も
の
を
関
係
省
庁
に

提
出
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
最
後
に
、
５
月
22

〜
23
日
に
開
催
さ
れ
る
第
59
回
日
本
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
し
ま
ね
大
会
の
参
加
状
況
や
、
大
会
式

典
に
お
け
る
役
員
の
役
割
等
を
確
認
し
て
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
５
月
８
日
、
参
議
院
議

員
会
館
会
議
室
（
東
京
都
千
代
田

区
）
に
お
い
て
、
平
成
26
年
度
第
１

回
正
副
会
長
会
な
ら
び
に
第
１
回
定

例
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
25
年
度
の

事
業
報
告
案
と
会
計
収
支
決
算
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
定
例
理
事
会
開
催

第
１
回
定
例
理
事
会
開
催

平
成
２５
年
度
　
業
報
告
・
決
算
を
承
認

　

4
月
28
日
、
第
12
回
障
害
者
政
策
委
員
会
が
開

催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
の

設
置
・
運
営
に
関
す
る
暫
定
指
針
の
策
定
と
、
障

害
者
権
利
条
約
の
国
内
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る

国
際
調
査
の
実
施
の
報
告
が
行
わ
れ
、
委
員
か
ら

は
国
内
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
し
て

同
委
員
会
と
の
関
連
等
に
つ
い
て

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、

協
議
事
項
と
し
て
は
、
第
2
次
障

害
者
基
本
計
画
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
分
野
別
ご

と
に
関
係
す
る
省
庁
の
取
り
組
み
状
況
の
ほ
か
、

障
害
者
差
別
解
消
法
に
基
づ
く
基
本
方
針
に
つ
い

て
障
害
者
放
送
協
議
会
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、

東
日
本
大
震
災
で
の
情
報
保
障
の
問
題
点
等
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

4
月
25
日
、
厚
生
労
働
省
内
に
お
い

て
「
第
10
回
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法

に
基
づ
く
差
別
禁
止
・
合
理
的
配
慮
の

提
供
の
指
針
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
差

別
禁
止
と
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
関
す

る
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
一

連
の
議
論
を
踏
ま
え
、厚
生
労
働
省
か
ら

示
さ
れ
た
報
告
書
素
案
に
対
す
る
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
委
員
と
し
て
参
加

し
た
阿
部
一
彦
副
会
長
は
、「
差
別
の
禁

止
と
合
理
的
配
慮
の
提
供
は
す
べ
て
の

民
間
事
業
所
に
義
務
付
け
ら
れ
る
た
め
、

事
業
主
に
と
っ
て
何
が
禁
止
す
べ
き
差

別
に
当
た
る
の
か
、そ
し
て
、合
理
的
配

慮
と
は
何
か
に
つ
い
て
十
分
な
理
解
と

対
応
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

合
理
的
配
慮
は
障
害
者
に
対
す
る
〝
個

別
的
配
慮
〞で
、
個
別
的
に
申
し
立
て
る

こ
と
も
で
き
、
障
害
者
の
意
向
を
十
分

に
尊
重
し
、
障
害
者
の
個
々
の
事
情
と

事
業
主
側
と
の
相
互
理
解
の
中
で
可
能

な
限
り
提
供
さ
れ
る
も
の
で
す
。
日
身

連
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
し
く
み
の
周

知
を
図
り
、
障
害
が
あ
っ
て
も
充
実
し

た
職
業
生
活
を
営
む
た
め
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。」
と
、
研
究
会
を
ふ
り
返
り
ま
し

た
。
同
研
究
会
で
は
、
本
年
7
月
を
目

処
に
報
告
書
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

平
成
２５
年
度
事
業
報
告
・
決
算
を
承
認

障
害
者
政
策
委
員
会
が
開
催

障
害
者
政
策
委
員
会
が
開
催

《
正
副
会
長
会
・
理
事
会
議
案
》

第
１
号　

日
身
連
評
議
員
（
新
任
な
ら
び
に
交

替
）
の
同
意
に
つ
い
て

第
２
号　

平
成
25
年
度
事
業
報
告
案
に
つ
い
て

第
３
号　

平
成
25
年
度
会
計
収
支
決
算
に
つ
い
て

《
同
報
告
事
項
》

第
１
号　

平
成
26
年
度
日
身
連
要
望
事
項
の
提
出

に
つ
い
て

第
２
号　

そ
の
他

《
同
連
絡
事
項
》

第
59
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
し
ま
ね
大
会

式
典
に
つ
い
て

－報告書素案が示される－

改正雇用促進法に
基づく指針研究会

わ
た
な
べ
し

ろ
う

あ

べ
か
ず
ひ
こ

お

ば
た
こ
う

じ
き
み
ひ
ろ

ふ
じ

い


